一 祝言の 演劇 化 

ホカヒ ビ卜ノ ウタ 

万 葉巻 十六の 「乞食 者 詠」 と ある 二 首の 長歌 は、 ほか 

シゥゲ ン 

ひゾ との 祝言が、 早く 演劇 化した 証拠の、 貴重な 例と 

クセ 

見られる。 二 首ながら、 二つの 生き物の、 からだの 癖 

を 述べたり、 愁訴す る 様 を 歌うたり して 居る が、 其 内 

容 から 見ても、 又 表題の 四 字から 察しても、 此 歌に は 

当然、 身ぶ りが 伴うて 居た と考 へて よい。 「詠」 はうた 

ョ ナ 

と訓み 慣れて 来たが、 正確な 用字 例 は、 舞 人の 自ら 

フゥシ 3 ゥ 

諷誦す る 詞章で ある。 

此歌 は、 鹿. 蟹の 述懐 歌ら しい ものに なって 居る が、 



元は 農業の、 害 物 駆除の 呪 言から 出て 居る。 即、 田 畠 

を 荒す 精霊の 代表と して、 鹿 や 蟹に、 服従 を 誓 はす 形 

の 呪 言が あり、 鹿 や 蟹に 扮 した 者の 誓 ふ、 身ぶ リゃ、 

覆奏詞 があった。 此副 演出の 部分が 発達して、 次第に、 

滑稽な 詠、 を こな 身ぶ りに、 人 を 絶倒させる やうな 演 

芸が、 成立す るまでに、 変った の だと 思 ふ。 

其 身ぶ リを、 人が した か、 人形が し たかは 訣ら ない。 

併し、 呪 言の 副 演出の 本体 は、 人体で あるが、 もどき 

役に 廻る 者 は、 地方に よって、 違うて 居た。 人間で あ 

つた 事 も 勿論 あるが、 ある 国 • ある 家の 神事に 出る 精 

ヒサ ゴ 

霊 役 は、 人形で ある 事 も あり、 又 鏡. 瓢 など を 顔と し 



た、 仮り の 偶人で ある 事 もあった。 此 だけの 事 は、 考 

へ てよ い 根拠が 十分に ある。 

ほか ひ、 V と は、 細かに 轧 して 見る と、 く V つと おなじ 

者で ない 処も 見える。 併し、 此ほ かひ y との 中に、 沢 

山の く、 V つも 交って 居た 事は考 へて よい。 私 は、 

クヮ イラ イシ 

つ-傀儡 子 同種 説 は、 信ずる 事が 出来ないで 居る が、 

くゾ つの 名に 宛て字 せられた、 傀儡 子の 生活と、 何処 

まで も、 不思議に 合うて 居る の は、 事実で ある。 

く、 V つの 民の 女が、 人形 を 舞 はした 事 は、 平安朝の 中 

期に 文献が ある。 其 盛んに 見えた の は、 真に 突如と し 

て、 室町の 頃からで あるが、 以前に も、 所々 方々 に、 



下級の 神人 や、 く、 V つの 手に よって 行 はれて 居た。 此 

団体が、 摂津広 田の 西ノ宫 から 起った 様に 見える の は、 

恐らく、 新式であった 為、 都 人士に 歓 ばれた からで あ 

らう。 

西ノ宫 一社に ついて 見れば、 祭り 毎に、 海の あなた か 

カタ シ 口 二 ン ギヤ ゥ 

ら 来り 臨む 神の 形代と しての 人形に、 神の 身ぶ リを 

演じさせて 居た のが、 うかれび との 祝言に 使 はれた 為 

に、 門芸 としての 第一歩 を、 演芸の 方に 踏み入れる 事 

になった の だと 思 はれる。 

二 八幡 神の 伴 神 



二 ン ギヤ ゥ 

祭礼に 人形 を 持ち出す 社 は、 今でも 諸 地方に ある。 

殊に、 八幡 系統の 神社に 著しい。 八幡 神 は、 疑 ひもな 

ィマキ 

く、 奈良 朝に 流行した 新来の 神で ある。 私 は、 日本の 

ォ ン ミヤ ウダ ゥ 

仏教 家の 陰陽道が、 将来した 神で はない かと 考 へて 

居る。 壁 一 I へば、 す さの をの 命 を、 牛 頭 天 王と 言うたり 

ブ タフ 

武塔 天神と 言うたり する 様に、 八幡 神 も、 多分に 陰陽 

道 式の もの を 持って 居る。 仏教 式に 合理化せられ、 習 

合せられた 新来 神と 言 へ さ う だ 。 

其 はとに かく、 此 神が、 兇暴な 神で ある 様に 見られた 

の は、 八幡 神 自身が、 兇暴と 言 ふよりも、 西から 上つ 



本 態で、 宮廷の 御神楽に 出る 才の 男が 人間で あるの は、 

其 変化で ある、 と 見る 考へ はな リ立 つと 思 ふ。 

神楽に 出る 才の 男が、 猿 楽 風に 物 まね をす るの は、 神 

の 暗示 を 具体化す る、 副 演出と 見る 事が 出来る。 此は 

元来、 才の 男が 精霊 役で、 別に、 此 に対する 神が あり、 

神が 3,^、 才の 男が：^ と 言 ふ 風に、 対立して 演じた 

事から 生じた、 と 解 すれば よい。 併し、 神. 精霊の 考 

へ は、 常に 変化 転換して 居る。 譬 へば、 宇佐 八幡と 関 

係の 深い、 筑前 志賀ノ 島の 祭りに、 人形 を 船に 乗せて、 

沖に 漕ぎ出で、 船の 上から、 海底 を蒞 かせる 式が ある。 

海の 精霊 を、 祭りに 参与せ しめる 為の、 ぉ迎へ 人形で 



である。 阿知 女 を鈿女 だとす る 説 も あるが、 阿知 女 - 

阿 度 女 は、 海人の 宰領で ある、 安曇 氏の 事で なければ 

ならない。 磯 良が、 海底 を 支配す る 海人の 神 だ、 と 言 

ふ 伝説の 意味 も、 それで 訣る。 

私の 考へ 方と して は、 海の 神の 信仰が 山の 神の 信仰に 

移った とする ので あるから、 譬ひ磯 良の 信仰に は、 更 

に、 山の 大人の 考へ をば、 反映して 居る としても、 根 

本 的に は、 古い ものと 見られる。 



四 く、 V つと 人形との 関係 



民間 信仰 . 民俗 芸術の 上の 諸相 は、 単純化の 容易に 行 

はれる もので はない。 けれども、 仮り に、 簡単な 形 を 

サイ ヲ 才 ホビト 

考 へて 見る としたら、 才の男 は、 海 系統の もの、 大人 

は 山 系統の ものと 見て よいで あらう。 でも、 此 二つ は、 

元は やはり、 一つ 考 への もので なければ ならない。 

この 才の 男の 末が、 二つに 分れて、 一 つ は、 傀儡 子の 

手に 移って、 てく、 V つから、 次第々々 に、 木 偶人 形と 

なった。 てく、 V つ 人形の 略語が、 ,^7 人形と なった の 

であらう。 今一 流 は、 早く 大人と 融合して、 大社々々 

の 細 男 • 青 農と なった。 

リキゥ 

細 男 側の 才の男 は、 離宮 八幡の もの、 様に、 手の 動く 



く、 V つの 人形 舞 はし. ゑび すかき にまで、 続く ので あ 

る。 

く、 V つと 人形との 関係 は、 平安朝 中期 以後の 材料と、 

遥かに 時代の 離れた 戦国 以後の 材料と をつ き 合せて、 

其 間の 連絡 をつ ける より 為 方がない ほど、 中間が 空白 

になって 居る。 だが、 旧来の 考 への 様に、 人形芝居 は、 

西の 宫 • 淡路の 芸能人に よって 始まった、 など、 は 言 

へない 事で ある。 其 間の つなぎに は、 百 太夫 —— 漢文 

式に 表現して 百 神と も —— と 称する ものが 実在す る。 

此 民の 持って 歩いた 人形と 言 ふの は、 恐らく、 もと 小 

さな ものであって、 旅行 用具の 中に 納めて、 携帯す る 



事が 出来た の だと 思 ふ。 さう した 霊 物 を 入れる 神聖な 

容器が、 所謂、 莎 草で 編んだ く、 V つ こで あつたの だら 

う。 さう 考 へて 見る と、 此 言葉の 語原に も、 見当が つ 

く。 くゾっ は、 く、 V つ こ • く、 V つとの 語尾 脱 略で はな 

いだら うか。 恰も、 山の 神人の 後と 考 へて よい^^ 

ひ、 V との 持つ 行 器が、 神聖な ほか ゐ である 様に、 海の 

神人の 持つ 神聖な 袋が、 く、 V つ こで あり、 其に 納まる 

ものが、 霊なる く、 V つ 人形で あつたの だら う。 

ニン ギヤ ゥ 

或はで この 元の 形で あるて く、 V つ 人形 は、 手 を もて 

遣ふ義 か、 それとも、 手の ある 人形の 義 であった か、 

此は 日本の 人形 史を 研究す る 上で は、 注意すべき 大切 



な 事 だと 思 ふ。 いは ゾ、 一 つ 事で は ある けれども。 

五 淡路. 西の 宫と 人形との 関係 

淡路島と 人形との 関係 は、 次の 様に 考 へて 見たい。 淡 

路 島に、 西の 宫の 神人が 居って、 其が、 西の 宫の 祭礼 

に 参加す る 事、 恰も 古代の 邑々 に 於て、 海岸から 離れ 

た 洋上に、 神の 島が あり、 其 所から、 神の 来り 臨む や 

うで あつたの だと 思 ふ。 そして、 人が 神と なって 来る 

代りに、 人形なる 神、 及び 其 を 遣 ふ 人が 出て 来たので 

あらう。 此 長い 習 匱が、 遂に、 遥か 後世に 至って、 西 



の宫. 淡 路に亘 る、 偶人 劇団 を 作る ことにな つたので 

あらう。 又、 かう した 事実が、 一 方に は、 早くから 淀 

川 • 神 崎 川の 下流に、 半 定住して ゐ たく y つの 間に も 

行 はれて、 西の 宫対 西摂 地方の かい ま 女の 偶人 呪術 を 

生み もした の だと 思 ふ。 

狂言 小唄に、 「遥かの 沖に も 石の ある もの 夷の 御前の 

腰かけの 石 —— 夷 様の 腰掛けの 石が 沖に あるとの 義 I 

I」 と ある。 此 小唄から 見る と、 夷 神が 海から 来て、 

上陸す る 前に、 一時 休憩す る 場所が あった 様 だ。 だか 

ら、 古い 形を考 へて 見る と、 夷 神が 人形で なく、 迎へ 

に 行く のが、 人形で あつたの だ。 此が、 夷 かき • 夷 舞 



の 社の 事情と も ぴったり 合うて、 都合が い、 やうで あ 

る。 

くゾ つの 遣うた 人形 は、 く V つ 自身の 仕へ る 神で あつ 

た。 其 は 八幡 神な どの 主神に 対して は、 精霊の 位置に 

ある ものである。 尠くとも、 我が国の 古代の 論理から 

云へば、 或 種族が、 他の 種族に 降服す ると 言 ふ 事 は、 

同時に、 祖先の 奉仕して ゐる 神と 共に、 降服して 居つ 

たと 言 ふ 事になる ので、 歴史的に 飜 訳して 言ひ換 へる 

と、 祖先の 神 以来、 服従して 居った と 言 ふ 事になる の 

である。 だから、 征服せられ、 降服した としても、 必 

しも、 信仰 をまで 捨てる 必要はなかった。 奴隸 階級で 



あっても、 信仰 だけ は、 支配階級の もの を、 其 ま、 受 

け 入れな く ともよかった。 後々 まで、 寺と 寺の 奴 隸- 

社と 社の 奴隸 • 豪族と 被 管との 間な どに 於て 祀る 神仏 

の、 別々 の ものである 事 を 認めて 居た の は、 此 長い 歴 

史的 理由から であった。 

く、 V つ は 海 部の 一 部で あるが 為に、 海 部の 祀る神 は、 

海 部 降服の 後 は、 主神た る 八幡 神に 対して は、 精霊の 

位置に 置かれた 訣 だが、 其で も、 彼等 はや はり、 祖先 

伝来の 神に 奉仕した。 此 がく、 V つの 仕へ る 百 太夫で あ 

る。 

断らなければ ならぬ 事 は、 百 太夫 或は 才の男 は、 元は 



ぉ迎へ 人形で あつたの だが、 いっか 迎 へられる 神と 合 

一 して、 一 体と なり、 新しい 主神に 対して、 従属 関係 

を 持つ 様になった。 此 意味に 於て、 完全に、 此 人形が 

く、 V つの 神と なった の だ。 

かう して 見る と、 社々 の 祭礼に 出る ぉ迎へ 人形 系統の 

^3 人形 は、 祭りに 臨む 神を迎 へて、 服従 を 誓 ふ 精霊 

の 形の 変化で は あるが、 此が 逆に、 祭礼に 来臨す る 神 

其 もの、 形に もなる ので ある。 同じ 事 は、 虫送りの 人 

形に 於ても 言へ る。 或は、 ひな 祭りの 人形に 於ても 言 

へる の だ。 



六 虫送り 人形 

クヮ ホン クヮ タパ 

虫送りの 人形 は、 多く 禾本科の 植物 を 束ねた もので 作 
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るの だから、 畢竟 藁人形で あるが、 此に 於ても、 や は 

リ手を 問題に して、 足 を 言 はない。 足 はた、 V、 胴の 延 

長で あるに 過ぎない。 此手 は、 或は 進歩して、 離宮 八 

幡の青 農の やうに、 一 一 つながら 動く ものが 出来て 居た 

かも 知れない が、 多く は、 拡げた ま、 の ものである。 

此 ははた ものの 形で あつ て、 古代の 信仰に 於て は、 

タク ゲイ 

磔刑の 形式と、 共通して 居る。 雄 略紀に 見えて 居る 

ク ダラ ィケッ ヒメ 

百済の 池津 媛、 並びに 其 対 手の 男 を、 姦淫の 罪に よつ 



サズキ ャグラ 

て、 仮屐 —— 後世の 櫓 の 類 —— の 上に はた ものと した、 

など 言 ふ 記事から 見る と、 罪に よ つて 罰せられ ると 言 

ふ 事 は、 同時に、 神の ものになる 事で、 神に 服従す る 

と 言ふ考 へに 這 入って 来る。 延いては、 凶事の ある 時、 

其 代表者と しての 天津 罪 • 国津 罪の 者が 選ばれて、 神 

に 進められ ると 言ふ考 へから、 さう した 罪人、 或は 罪 

人の 姿 を 以て、 儀礼の 中心 —— 形式に 於て は、 先頭に 

なる 事 も ある —— とする 様になった。 此 手の 前に 合 は 

さった のが、 大人 弥 五郎で ある。 後手に 廻った 方の 人 

形の 形 は、 此 がだん/ \ 説話 化されて、 稲に つく 螟虫 

の 蛹の あまの しゃぐ ま . おきく 虫と 言 ふ 様な ものに ま 



で、 附 会せられ る 事に なった。 だから、 大人 弥 五郎に 

於ても、 神の 束縛 を 受けて、 神の 為に 働く と 言 ふ 意味 

の ある 事 は、 忘れる 事が 出来ない 様で ある。 

虫送りの 人形が、 ぉ迎へ 人形に 対して、 送り 人形で あ 

るの も 面白い。 た、 V、 これが 送られる 人形 か、 送る 人 

形 か、 或は、 時として は、 神 か 精霊 かも 訣ら なくなつ 

て さへ 居る。 友人 早 川 孝太郎 さんと 見た、 三 河 田峯の 

村 境の 山に、 く 、りつ けられて あつたお かた 人形 は、 

神 送りに 送られる 神の 様に 見えて 居る けれども、 実は、 

送って 出た 精霊と、 巫女と を 兼ねた もの、 とも 見える。 

それで、 主婦 • 刀自 を 意味す る 「お 方」 を 以て 呼んで 



に、 o 

な レ 

七 草 人形の 信仰 

我が国の 伝説で は、 稲 虫の 発生に 於て は、 尠くとも 横 

死した 人の 化成 を、 原因と 説いて ゐる 様で ある。 其 中、 

特に 多く 言 はれて 居る の は、 斎 藤 実 盛に 仮 托して 説か 

れて 居る ものであるが、 これの 大きな 原因と 考 へられ 

る もの は、 琵琶 僧が、 凶悪 除け に 語った 物語から、 出 

て 居る ので あらう と 言 ふ 事 だ。 語られた 主人公の 強さ 

に なぞらへ て、 追 ひ 払 ふと 言 ふ 思想が、 本来 あつたか 



昔、 住吉明 神の 后に あはし まと 言 ふ 方が あった。 其 

方が、 白 血. 長 血の 病気に おなりに なった ので、 明 神 

がお 嫌 ひに なり、 住吉の 門の 片 扉に のせて、 海に 流さ 

れた。 其 板 船が、 紀州加 太の 淡 島に 漂 ひついた。 其 を、 

里人の 祀 つたの が、 加太の淡島明神だと言ふのでぁる。 

あはし ま 様 は、 自分が 婦人病の 為に、 不為 合せ を 見ら 

れ たので、 不運な 婦人 達の 為に、 悲願 を 立てられ、 婦 

人の 病気 治癒の 神様に なられた。 江戸時代に は、 淡 島 

願 人 と 言 ふ 乞食 房 主が 廻り 歩いて、 此 信仰 を 宣伝し、 

ケ ガレ モノ 

婦人 達から、 衣類 を 奉納 させたり、 かも じ 其 他の 穢物 

を 集めて 廻ったり した。 諸方に ある 淡 島 堂 は、 この 乞 



格 を 作る 為の ものいみで、 此 ものいみが 了る と、 女 は 

聖 なる 資格 を 得て、 戻って 来る。 此 資格 は、 祭りの 終 

るまで 続く。 即、 村 共有の 巫女と なって、 宗教 上の 実 

権 を 握る ので ある。 

女の ものいみ は、 此外 にも 幾度 か ある。 長期の ものい 

^は、 さ をと めの 資格 を 得る 為の 其で ある。 其 外に は、 

卯月 八日に も ある。 七夕に もあって、 此が 後に、 盂蘭 

盆に 続いて、 盆^と 称する ものに なった。 少女 達が、 

弁当 を 持って 集る 遊楽にまで、 変転 をした ので あるが、 

其で も、 此が 別屋に 於け る ものいみの 遺風で ある 事 は、 

盆^の 名称から も、 容易に 想像 出来る。 次 は 八月の 



流した。 更に 古い 処 では、 た- V 「おなごり 惜し や」 と 

だけ を 言うた。 ものいみ をして、 聖 なる 少女の 資格で 

接待した 神 を、 祭りの 後に 送る ので ある。 此が 雛の 節 

供の 古い 形であった 様 だ。 

一 〇 神 送りと 祓 除との 結合 

ミ ャ コ 

茲で、 一体 ひなと は 何 かを考 へて 見たい。 都で は、 既 

二 ン ギヤ ゥ 

に 平安朝の 中期に 此が 人形 にな つ て 居た 文献が ある。 

ャ カタ 

紫 式部 日記. 枕 草紙な どで 見る と、 ひ、 な はお 館 を 作 

つて 祭った 事が 記されて 居る。 ひ、 なの やかたと 一一 一一 n う 



たの は 後で、 以前 は ひ、 なの 家と 言うたら しい。 

^¥ の 語原に ついては、 まだ はっきりし たもの を摑ん 

で 居ない が、 此 だけの こと は 言へ さう だ。 ひ、 なと 一一 一一 n 

うたの は、 長音符 を 発明し なかった 時代に、 長音 を 表 

すのに 同音 を 重ねた 帚 はは ゝき • 藤 をふゝ きと 言 

うた 様に —— のではなかった か。 ^¥ は ひな 型の 意で、 

一 家 • 主人の 生活の ひな 型ではなかった らう か。 

ミソギ ハラ ヒ 

そして 此を 河に 流した の は、 上巳が 祓 除の 日で あつ 

た 事に 結びつい たの だと 思 ふ。 即、 一家の ひな 型 を 作 

つて、 其に 穢れを 背負 はして 流す、 と考 へたので ある。 

尚 其に は、 神 を 送る と 言 ふ 思想 も 混合した。 つまり、 



穢れを 流す と 言 ふ 事と、 神 を 送る と 言 ふ 事と が、 くつ 、 

いたので ある。 

従来の 学者の 説明で は、 此穢れ を 移して、 水に 流す は 

モ チア ソ 

ずの 紙 人形が 流されないで、 子供. 女の 玩 び 物に な 

つたの が 雛祭りの 雛 だ、 と 言 ふこと になって 居る。 穢 

ナ カタ シロ アマ ガッ 

れを 移す 人形と は、 撫で もの • 形代 • 天 児な どの 名に 

よって 呼ばれる ものである。 此は、 別の ものに 代理 さ 

せる、 と 言ふ考 へから 出て 居る。 或は、 道教の 影響が 

這 入って 居る とも 思 はれる。 

アマ ガッ トギバ ゥ コ 

日本に は、 かなり 古くから、 天 児 • お 伽 這 子の 類 を 身 

近く 据 ゑて、 穢禍を 吸 ひ 取らせる、 と 言 ふ 考へは あつ 



た 様 だ。 人形 を 恐れる 地方 は、 現在 も ある。 畏敬と 触 

穢を 怖れる 両方の 感情が、 尚 残って 居る の だと 思 ふ。 

だから 此が、 玩び 物になる までに は、 相当の 年代 を 経 

た 事も考 へられる。 恐らく、 人形 を玩ぶ 風の 出来た 原 

因に は、 此 座右. 床 頭の 偶像から、 糸口が ついた とだ 

け は 言へ さう だ。 が、 此が 人形の 起原で ぁリ、 雛祭り 

も 其から 起った など、 は、 まだ 見られ さう にない。 

要するに、 三月. 五月の 人形 は、 流して 神 送りす る 神 

の 形代 を 姑く 祀 つたの が、 人形の 考 へと 入 リ替 つて 来 

た、 と 見る のがよ い。 五節 供 は、 皆 季節の 替リ 目に 乗 

じて 人 を 犯す 悪気の あるの を 避ける 為の もので、 元は 



雛祭りで ある。 さう して、 一家の 模型 を 意味した ひ、 

おの 家 を 作って、 それに 穢れを 移して 流した のが、 古 

い 形で あつたの だが、 いっか この 雛に、 金 を かける 様 

になって、 流さぬ 様になつ たの だと 思 ふ。 先、 此 だけ 

の 順序 を考 へて 置く。 

一 一 箱の 中の 人形 



雛祭りに 関聯して、 是非 考 へて 置きたい もの は、 ちぎ 

^^である。 今でも 雛壇に は、 此が 持ち出され るが、 

昔 は、 此に 雛祭りの 調理 を 詰めて、 育て ゝ くれた 乳母 



などへ、 くばりもの をした。 何故 此が、 雛祭りに 持ち 

出される のか、 其に は 理由が あると 思 ふ。 

一 つの 想像 は、 此 ちぎび つと、 雛の 正体との 関係で、 

其 はよ ほど、 密接だった らうと 言 ふ 事で ある。 私 をし 

て 言 はし めれば、 は、 ちぎび つから は 離す 事の 出 

来なかった ものである。 雛祭りに は、 此が 出なければ 

ならなかった ので ある。 元来 は、 ちぎび つの 中に^ ¥ 

が 入れられて 居た の だ、 と考 へて よい。 其に は、 段々 

証拠が ある。 譬 へば、 く、 V つの 道具 を 見ても 訣る。 

或 器物の 中に、 神霊が 入れられ てあつて、 呪術の 必要 

から、 其が とり 出される。 かう 言 ふ 事 は、 何事に も 類 



例 は あると 思 ふ。 此霊物 は、 出さないで 神 力 ある もの 

と、 取り出して、 神秘な 動作 をす る 事に よって、 其が 

現れる ものと、 二様に 見られる 訣 だが、 或 旅行 用具、 

或は 其が 変って 来た 神聖な 箱の 中に、 神霊 を 入れた 例 

は、 幾つか ある。 此の 更に 進化した ものが、 傀儡 子の 

胸に かけた 箱で ある。 要するに、 海の 神人の 持った 

く、 V つ • 山の 神人の 持った ほか ゐな ども、 同じ 性質の 

ものと 見られる。 

沖緦 本島 首 里の 石嶺 に、 行者 村と 言 ふ 部落が あって、 

二 ンブ チヤ 

其 所に 念仏 者と 称する 者が 居る が、 此 家に は、 内地の 

後世の 人形 遣 ひ. 傀儡 子の 歴史 を考 へる 上に、 非常に 



暗示 を 含んだ 遺物 を存 して 居る。 大正 十 年に、 私が 此 

村 を 訪ねた 翌年、 宫 良当壮 君が、 又 訪ねた。 此話 は、 

炉辺 叢書に 譲って ぃゝ 程、 詳しい 記録 をと つて 来て く 

れた。 た V 私が、 初めて 此 部落 を、 訪れた 時の 実感 を 

申す と、 沖繩に は、 石嶺の 外に も、 地方に 分散して ゐ 

る 念仏 者が あった 様 だが、 此 村の 念仏 者 は、 毎年 春に 

なると、 沖 緦中を 廻った ものら しい。 彼等 は、 前面の 

開いた 箱 を 首に かけて、 其 中で、 小さな 人形 を 踊らせ 

る。 注意すべき 事 は、 其 箱 をば、 てらと 言うて ゐ る。 

沖緦 では、 普通 日本の 神 をかん げんとして 祀 つた 社の 

外 は、 ほこら • 祀 堂に 通じて、 すべて、 てらと 称して 



居る ので、 行者 村の 入 リロに ある 阿弥陀 堂 を、 やはり 

と 称して 居る。 だから、 行者の 首に かけて ゐる箱 

は、 つまり 社で あり、 堂で ある 訣だ。 其 中で、 人形 を 

踊らせる の だから、 此には 芸能 以上の 意味 を以 つて、 

考 へられた ものが あった、 と 見なければ ならない。 

併し、 我々 に訣 つて ゐる ところでは、 彼等の 行うた 人 

形 芝居 は、 宗教劇に は 関係がない 様で ある。 主として 

京 太郎と 言 ふ 日本の 若衆 をば 、 主人公に した もので あ 

る。 沖緦 では、 此京太 郎と言 ふ 人形と、 其 を 舞 はす 人 

と を 一 つに して、 考 へて ゐる 形跡が、 明らかで ある。 

京 太郎と は、 継母. 継子で 内地から 流れて 来た 者 だ、 



と言うて 居る が、 其に は、 一種の 政治 上の 目的 を 持つ 

て 居た —— 薩 摩が 攻めて 来る 前に、 沖繩の 土地へ 探索 

に 来た —— と考 へて 居る。 行者 村 を、 特殊 部落 扱 ひに 

して 居る の は、 此国を 売った 恨み. 憎しみ だとして ゐ 

る。 

一 一 一 念仏 聖と 人形 舞 はしと 

チョン ダラ 

京 太 郎と言 ふ 戯曲 は、 元、 内地のお 伽 仮名草紙 にあつ 

たものに 相違ない。 しら、 • おちく ぼ. 京 太郎と 並び 

称せられて 居た 位 だから、 いづれ、 継母. 継子の 話 だ 



つたの だら う。 継母. 継子の 話 は、 平安朝 頃から ある 

が、 男の子 を 苛める 話 は、 鎌倉時代から、 しい。 此話 

を、 かなり 早い 時代 II 薩 摩の 琉球 攻め 以前 —— に、 

念仏 聖の 徒が、 人形 を 舞 はしながら、 持って行った。 

それが 人気 を 集めた ので、 後々 まで も、 人形 舞 はしの 

事 を 京 太郎、 と 言 ふ 様になつ たので あらう。 彼等が 持 

つて 居る 歌 を 見る と、 念仏 系統の 歌 —— 寧、 口説 風の 

歌 —— が 多い。 外に は、 万歳の 様な ことほぎの 歌、 そ 

れ から、 万歳の く づれの 様な もの も ある。 どうしても、 

念仏 聖の 持って行つ たものと 言 ふ ことが 考 へられる の 

である。 



念仏 聖の事 は 言 ひ尽し 難いが、 此 から 喜劇 的の ものが 

生れて 来た 事 だけ は考 へて よい。 壬 生 狂言の 如き 黙劇 

も、 此 から 生れて 居る。 又、 親友 さへ も 認めて くれな 

いで 居る けれども、 此が 田楽に 融合して 居る の は 事実 

が 証明して 居る。 その外、 木遣り. 伊勢 音頭の 類 を 見 

て も、 念仏の 影響して ゐる事 は 容易に 考 へられる。 又 

ョ ッ ダケ 

万作 踊り を 見ても、 四 竹 踊り を 見ても、 念仏の 末流と 

言 ふ 事を考 へないで は訣ら ない と 思 ふ。 とにかく、 近 

世の 芸能の 上に、 どの位 念仏が 影響して 居る か は、 想 

像に 能 はない 位で ある。 沖緦の 念仏 者 はた、 V 人形芝居 

を 持って 居る だけ だから、 此 二つに は 関係がない と は 



言へ まいと 思 ふ。 此念 仏者の 歌 を 見る と、 京 太 郎の外 

マ 、ゥャ 

にも 尚 継母 系統の ものが 若干 ある。 継母に 苦しめられ 

た、 苦しい 悲惨な 子供の 事 を 説いて、 仏道に 帰依 させ 

ようとした 形跡が 十分 考 へられる。 さう した 人形の 遣 

はれる 箱が 堂で あり、 宮 である 意味の てらで ある。 

私 は、 此 事実から、 我国に 於ても、 宫. 寺の 奴隸 など、 

各種の 宗教家が、 各地に 自分々々 の 宗教 を 宣伝して 歩 

いたと 同時に、 小さな 人形 を 箱の 中に 入れて 踊らした 

と 言 ふ 事を考 へて 見る。 問題 は、 箱の 中から 手 を 出し 

たか、 箱の 中で 踊らした かで ある。 書物の 上で は、 箱 

の 中から 手 を 出して、 其が 発達した 様に 見えて 居る け 



い。 我々 が、 民間伝承の 探訪に 努力す る 所以で ある。 



一 三 おひら 様と 熊 野 神明の 巫女 

人形 を 神霊と して 運ぶ 箱の 話で は、 更にもう 一 つの も 

のに 就いて、 述べて 置きたい。 恐らく 本論 文集で は、 

皆さんの 興味の 中心に なって 居る と 思 ふが、 それ は 奥 

州のお しら 神で ある。 金 田 一京 助 先生の 論文で 拝見す 

ると、 おしら はお ひらと 言 ふの が 正しい。 おしらと 一一 一一 n 

ふの は、 方言 を 其 ま、 写した の だ、 と 説かれて ゐる。 

この 所謂^^ 様 は、 いつ 奥州へ 行った もの か、 此は 



おひら 様と 言 ふ 言葉に ついては、 古くから、 私 は ひな 

の 音韻 変化 だと 考 へて 居た。 た、 V、 何故かう した 桑の 

木で こしら へ た 人形にまで、 ひなと 言 ふ 名 を 負 はせ た 

か。 その 点になる と、 ^^の 語原に ついて、 訣 つて 居 

ない 我々 に は、 説明の しょうがない。 併し、 尠くとも、 

この 人形に は、 足 は 勿論 手 もない が、 其 を 巫女が 遊ば 

せる —— 舞 はせ る —— ことが、 一 つの 条件で あつたと 

だけ は、 考 へる 事が 出来る。 この 点から ならば、 尠く 

も、 一 つの 論が、 進められない 事 もない。 にこら い • 

ね ふす きい 氏が、 磐 城 平で 採集して 来られた おひら 様 

の 祭文と 称する もの を 見る と、 此は或 時代に、 上方 地 



方で、 ゃゝ 完全な 形に 成立した、 簡単な 戯曲が、 人形 

の 遊びの 条件と して 行 はれて 居た 事が 察せられる。 即、 

, J れ はお ひら 様 の 前世の 物語で、 本 地 物語と も 言 ふ ベ 

きものが、 随伴して 居った 訣 である。 



一 四 おひら 様と 大宫 の咩 祭りと 



今日、 おひら 様の 分布 は、 必 しも 東北ば かリ でない。 

十数 年 以来 採訪 せられた 材料から 見る と、 曾て は 都 方 

から 東へ 向けて、 神明 信仰に 附随した 伴 神の 信仰の、 

宣伝 せられた 跡が 窺 はれる。 だが、 ^^様が 注意に 



上った 時代に 於いて は、 既に 巫女が 箱に 入れて 歩く 風 

習 を 失うて 了うて 居た。 だから 此を、 人形芝居の 旅 興 

行の 形に 関聯して 考 へる 事 は、 困難な 事の 様に 見える 

が、 後世の 様に、 蚕の 守り神と 言 ふ 風に 固定し ない 以 

前に は、 確かに さう した 時期が あつたの であらう と 思 

ヽ o 

併し 此は、 又、 逆に 考 へて 見る 事 も 出来な く はない。 

おひら 様 は、 東国に 根 生えの 種 を 持って 居た ので はな 

いかと 言 ふ 事で ある。 其に は、 宮廷の 「大 宫の咩 祭り」 

が 想像に 上る。 此は疑 ひもな く、 東国 風 をう つした も 

ので、 思 ふに 常 陸の 笠 間の 社と 関係が 深い ものら しい。 



此 祭りの 中心になる の は、 一 つの 華 蓋で ある。 此に 

様々 な 物 を 下げる が、 其 中心になる もの は、 男女の 姿 

ヒ トガタ キヌ ガサ 

をした 人形であった。 華 蓋 は、 祭りの すんだ 後に は、 

ヒ トガタ 

水に 流される ものと 思 はれる が、 此 人形と おひら 様、 

延いては^ ¥ との 間に、 或 関係がない であらう か。 併 

し此 とても、 単に 東国 風と は 限らず、 どこでも、 男女 

ヒ 卜ガタ 

二 体の 人形 を 作る 習慣が あつたので、 只 僅かに、 大宫 

の咩 祭りに 著しく 印象が 残って 居た、 と 言 ふに 止まる 

ので あるか も 知れない。 g の 研究に は、 此 材料の 解 

剖が、 大事 だと 思 ふ。 或は、 かう した 風が 東国に あつ 

て、 後に 西から 上って 来た 神明の 人形 舞 はしと 結びつ 



ちび なの 形に 近づいて 居る。 これと、 図の 三 河び な- 

薩摩^ ^を くらべて 見る と、 形に 於て は、 非常に 変化 

が ある 様 だが、 後者 は、 けづ りかけ に 紙 或は^ を以 

て掩 うた ものである 事が、 明らかで あると 同時に、 前 

者との 間に も、 形式 上 通じた 所の あるの が 見える。 此 

から 考へ ると、 此 等の もの は 毎年、 年中行事 として、 

一度 棄て たものに 相違ない。 さう して 其が、 毎年 捨て 

られる 代りに、 新ら しい 布 帛を掩 ふ 事に よって、 元に 

戻った 事 を 示す 形のお ひら 様が、 出来た ので は ある ま 

いか。 かう して、 棄 てられる おひら 様 以外に、 神明 巫 

女の手に よって、 常に 保存 せられる 強力な おひら 様が、 
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おひ ら錢 （fir セゅ物 w«) 
小 in 內 迎 久 kv' に 
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私 は、 ひ、 なの 家と 称する もの は、 或 家の ひな 型で あ 

ると 前に 言うた が、 茲に 於ても、 其 をもう 一 度 言 ひた 

い。 ひ、 なの 家 は、 ひ、 なの 宫. 寺で あると 共に、 

¥ によって 祝福せられ、 或は 代表 せらるべき 人の 家の 

^ 型で ある。 溯って 考 へれば、 ひ、 なの 一 つの 容れ 

物であった。 謂 は、 V ほか ゐの 様な ものから 次第に 発達 

ダ イリ 

して、 遂に 内裏の 様な 形にまで、 変って 来たの だと 思 

ヽ O 

此 おひら 様の 片 一 方 だけにつ いての 記録が、 更級 日記 

の 初めに 見えて 居る をみ な 神で ある。 名前から 見ても 

男 神に 対して 居る 人形で ある 事が、 想像 出来る。 此人 
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